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国際地質年代学会議顕生時代澄山帯の

地質年代に関す各コロキウムに出席して

1969年8月黛9目から蜜月逸昌までスイスで第4回国際

地質隼代学会議か開催された.この会議は国際地質学

連合(IUGS)の地質年代学委員会(Co皿mis§i㎝0n

G6cchτono1ogy)か主催して開かれたもので棋界各地

から約150名の関係者が地質年代ヒ関する新しいデｰタ

を持って集凄り活発た討論が行なわれた.日本から

は九大の{口勝埼玉大の関陽太郎の両氏と筆者カミ参加

した.会議は顕生時代造山帯の地質年代学(G§･

ochτG烈⑪王｡駆｡fPha鵬醐zoicOmgenic葛桃§)という

テｰマで行なわれ測定機籍分析法標準試料デｰ

タの提示と解釈というサブテｰマがつけられた.会

議の日程は8月29目秘ら3蝸漢でカミチ皿一リッピの工科

大学で霧月岬から遠目までがベルンのベルン大学で

行なわれまた会議に先だって“中部アルプスの地質

年代'茸&い雪テｰマの野外巡検も行なわれた.筆者は

幸いこの巡検にも参加することか出来たので会議の内

容あ中部アルプスの地質年代および巡検について紹介

してみよう.

地質年代学墾繭会と国際地質年代学会議

国際地質隼代学会議は前述の如く国際地質学連合の中

にある地質年代学委員会カミ主催して行たうもので今回

がすでに逆回目である.この地質年代学委員会は放

射性同位体による年代測定資料と層序学的方法による資

料を対比させて世界的た地質年代尺度を作ることをお

も枚目的として結成されたもので現在工B.Afanass'yev

柴田賢

(ソ違)E.Po脇sbe絃(カナダ)M正G1aessner(オ

ｰストラリア)H.D.服凸e鵯(米国)E.J童ger(ス

イス)T･Matsu㎜㈹(貸本)M.E.Roub舳1t(フラン

ス)艮正Su9弾te(ニュｰジｰランド)の委員で構成

されていてこの他に数人のア将ハイザｰがいる.わ

が国では上記委員会のメンバｰである松本達郎教授を委

員長とする地質年代学圏内小委員会が下部組織として作

られておリ年一圓情報交換のための集会を開いている.

さて国際地質年代学会議は1965年にフランスのナ

ンシｰで第1回カ欄催されその後第2回はソ連のキエ

フで第3回はカナダのエドモントンで開かれた.第

3回のテｰマは{先カンブリア層状岩の地質年代に関

するシンポジウム茱'.で13国劣から83名の参加著と鑓編

の論文が発表されその結果は1968年6月C鋤ad1畳n

Joum組1ofEarthSc童ence§終特集号とし刻三脚公表さ

れた､その時第遠回は派イスで激しい造山帯の地質箏

代についてのシンポジウムを開い花ら柱うかという意規

が出されベルン大学のJager教授とチ鰍一リ帖工料

大学のGrOnen胞der教授か世請人となって準備が進め

られてきた.

コ獲キウｰムの内容⑪

“顕生時代造山帯の地質年代に関する鴛湧キウム"と

いうテｰマで行なわれた第4国国際地質年代学会議は参

加者約!50名発表論文は16物園から顯編紀およん芯淡

(第1表)米国吻ナダオｰ系トラリァ因本を除

くとあと全部ヨｰロッバ各国の研究者によ

る研究発表であったことか特色である.

会議直前ぽ請文要冒集が各人に手渡され

講演20分討論五〇分という規定であ鶯たが

大串の発表秘30分をこえる程活発な討議

が続いた､

コロキウムの前半は菖月黛9目から3蝸ま

でチ皿一リ1壮工科大学の緕最1岩石学教

室で主として測定機器分析法の研究発

表がたされた｡会議の冒頭に討論をす

るこムが目的であるから形式的な挨拶は

はぶ慧たいという世語人の鶏肴がありた

だちぽ研究発表絶入りた､当目牛後の会

議の始めに少し前にたくたられた久野久

第1図スイス路図�



一一55一

端1表発表絵文の国別による数
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教授の冥福を祈って金鎖黙とうをささげた.久炉

L__一

野教授は地質年代にもたいへん興味をお持ちだり

たようで飛騨変成岩の最初のKAr年代を発畿第婁図

されたのも同武であった｡とながら

測定機器については質量分析計のデジダル記録同

位体分別法(亙鮒O脾童蹴紬蘭纂t三⑩孤)にアルゴン分析用

小型質量分析計アルゴン抽出精製装置等が請題と扱っ

た.特に質量分析記録のデジタル化は最近急速に開

発されている技術でさらにコンピュｰタｰも使用して

同位体組成の計算護で自動的に行なうようにするもので

分析のスピｰド化と精度の向上という利点のため研究

者共通の関心事であった.同位体分別についてはPb

の分析の際の分別作用についてOzardとRusse11(カナ

ダ)がまた跳鼠の分別作用については日本の山口

勝氏が報告した小型質量分析計については特にイギ

リスA且r杜のMS五⑪型についてのくわしい報告が

R砥とD◎ds⑰孤(イギリス)によってなされこの質量

分析計のすぐれ花縫能秘認識された地元のチ鳳一リ

1火工科大学の挑鮒教授カ溌表したオンライン方式

アルゴン抽出装置(錦2図)は装置の優秀さも直るこ

1汽

腎'下一“
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一三'二

1壷㊧
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精製1トラップ質量分析糾

アルゴン拙蝸裁畷(Sigo飯&McDo榊!豆)

その複雑窓にみ次抽どろいたようでありた.

ζの装置はあとで実験室屍学の時も最も議題と次ったも

ので最高如個の試料を一度に装でんするこ一あができ

30燭以上の中シクを使用してわずか50分という短時間で

ア･ばンの抽出精製がで慧さらに直結した質量分析計

ですぐアルゴンの測定秘で煮るという凄ことに夢のよ

うな装置でかllた.

写真⑪チ漁…婁潔慈笈料爽馨

醐鷲羅鳶剛嚢繊㎞熊ジ狐一級曇灘

ばれて沸剛蔓鰯じ濠批で菅喝､派

イス最高の技術系大祭災毅渇

質量分析以夕ゆ分析法による珊究では杵スペクト漂

メト!)一による鉱物中のUT1ユの分析伽スペクト凛

メ1り一による堆積物の年代測定およびプけシ翼ン

トラック法による隼代測定の論文紹介があ篶た止

鉱物中のA更S更讐の元素の移動に関する室内実験の

ところではGi1ett三をH◎f㎜鋤瓜か熱水溶液中の黒雲母

のRbSrKの同位体交換の研究を発表した｡その申で

noma1Sr(天然の組成をもつもの)とrad玉｡genicSr

(8側)の放射性壊変によりできたもの)とが別冷の行動

をする現象はみられないという報告淋あった.

天然ではある条体下刊行星di㎎搬三｡srの方が移

籔燃駁竈魏鍍鑑繊繍(劣ナタ地餓濁

沸

蟻)アルゴン摘搬鞍鰹

チ世一リッを工科大学のSign飯教授が製作した芽常に.

頓雑な畿鰻�
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第3図カロ葬英による繁程ヨ:ヴ)Rb･S正アイソクロンの変化

(賄adSg鯛滅&y鰍Bree㎜魯ハ)数字嚇燃瀞度

動しやすいと考吏絡れる側カミある昔一方運搬出g縦d

とY柵跣舵皿e服はアダメ較岩を窒気中で加熱して800

～蛾耽の温度での鉱物中のRb㌫K等の兎素の移

動の様子をくわしく実験した結果を発表した(第3図)甜

加熱により雲母はRbとradiog⑬泌S貧を失い醐彩

ma丑S星を得ることが示された.そしてこれらの玩索

の移動を支配するのは単純た体積拡散ではなく加熱に

よる鉱物の変化にともなう化学的熱力学的要因はよる

ものであるうと推定した｡この研究は前述のGi1ett呈

等の結果と一見矛層するようで蕗るが実験条件が金く

異なるので比較はでき扱い｡じがし鉱物中でのRb

Sr沢虹等の移動の問題は隼代測定結果を解釈す

る際常吾｡誇慮じ注げれば彼らたいことでこういうくわ

しい実験的研究は大いに磐考はなるものと思われる由

“→

年代測定に関する理論的な研究にぺ)いては蛎㎜棚が

KAr法においで理想条件からはずれる揚禽たとえば

高温下における砦看1鉱物中のA〃)拡散あるいは外

部からのA置のとり込み等が趨こ･ている揚禽に逸脱

嚢｡§

第4畷浴Aピダイソタ期ン(爽織)

(賞鼓噸販)

漁船1童始酬ζ納舶獺⑪芝彼遼じ

た綴禽の風刺か◇堆代数示すアイ

ソク模ン

定数(送蹴peConstant)

という考えを導入して

K-Ar時計の理論を展開

させた.そして天然で

起こるいくつかの可能性

のあるケｰスについて

4.Arの蓄積逸脱の様

子を検討した.また

Harperは変成鉱物から

蝸di㎎虹｡唾5Aヱが逸脱す

る問題をグラフを使って

解釈することを試みた.

彼は“K孤董アイソク濠

ン年代ヨ;怒るものを袴え

これによ1)鉱物から細

か逃げている揚禽でも真

の年代を求めるこをが出

来ることを爺し花(鶏遜

鰯)｡脅してスロット

ランド&アイ～レランドのi

婁.簿

≡熾豆.葛

藁

嚢

苅｡か

繊竈､嚢

嚇

繍碧繍碧㈱秘(嵩i搬紬ぎ鮒碧)

嬢繍概搬雛鰍童罎

第δ灘ス=1ヅトランドのカレドエァ造凶瀞⑳籍賓釣狐如アイソタ

ロン(晒㎎飯)全岩の隼代は503±触｡篶繁綴邸アイソク酒

ン年代は錨9土9㎜.y.鮎鉦一1ossは至､警は警.脇㏄/g㎜×

��

カレドエァ造1↓1帯の岩石1および北アバヲチァの岩孫は

ついて実際例を爺し雲母から一定量の40Arが逸脱した

ことを示した(第姿図)苗

チュｰリッヒでの前半の会議の終了後工料大学のア

イソトｰプ実験室を兇学したかなり規模の大きい研

究室で特にG地脱血{舳er教授が中心となつて行なって

いる肌Th･Pb法の研究の実験設備抽よびSig鮒教授

が開発した如抽出装置に皆の関心が集塞った｡結晶1

岩石学教室のホｰルにはアルプスの模型やアルプス産の

岩石皿鉱物カ峨剃凄れていたが中でも宥薬の大結融ま

見講なものであった｡そのあと一行はバスで後串の会

場で勅叡くルンヘ胸かりた淋途卵箏滋一リ潔狡郊然

④賛胤一リツ隻工料大挙の繁験室

剤凄滅ITの賞鮒王鍬教授

劇嚢鎌騨繊教授�
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のレストランですばらしい昼食をごちそうになった.い

わゆるバイキング方式で各自好みの料理を皿に盛一1;て1〕

んごの木の下に並べられたテｰブルを弱みぶどう酒を

飲みながらスイス料理に香づつみをう㌦1た岳そのうち

にバンドがやってきてスずス民謡をかなで一同何度

も拍手を重ねた｡木かげからもれる夏の員をあびなが

らまことに液ごやか准一時であった｡途中で地質年

代学委員会の委員長であるカナダの醐insbe6教授が

挨拶に立ち今回の会議の世話人であるGrOnenfe1d鉗

J註騨両数援もねぎらい

ソ連のA壬anass'yev博士も挨

働アノレブ漆¢)地鎮縦盟Ij

総}ア～紅プ泌滋の鉱幸動｡老寺腐

工料大学籍駈幾須字数劉ζか謬ら裏はい孤蕾)

ノ{ン芦勇茎壌ユ淡でるヌヰイ

猟鈍蕎爵嚢=麟董慧潅がら

義議愛滅劾させ花入遼繊

虚か彩A壬籔鷲竈婁1竈㌻壌暫(:ノ

盤)繋叡至搬も㈱(動ナ球童毯'

灘嘩代学繋貴姦…襲鏑ヨ蓬)

ま慧露蟻貫(㌶～涼ン)怨薫簑楓慧鮒

{憩泌鮒

(平皿一リツ㌢)

蟻)嬰蝉ト洲隻該鮎榊嬰潔菖稚穣蕃

毒嚢属漆遜の沙楓･一聾潔蔓徽饗茅

後労線サンク重Hぺ一身一数姦顯議榊轡ジパ簸大{り縛耕塔�
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第6国スイスの鴬綴ば

していで衡は鶴光緒であふ机ていた咀巾榊1帖をリ

マト州洲流れ醐釧｡帝衡が広がリ繭潮帳は添彩一リ:ソ

ヒ湖秘謹れい滋水を把たえている由瑚嫌は公園繕駈二1,

てい茨潟乗気のよい酬忍ははるかに欝をい花稽くアル

プ琢聰狐肱みを望むこ恕淡恐慧る咀チ孤一ジ災慈父科

大祭は帝凍部の商育終茨孤一リッ篶大学彰滋彩懇鑓㍗

て曽喝串芯芯が蔭跳め蕃繁ぷ舳リッ滋嚇衝は薬じい宙

会議期閥嫌訴燃一リッ獲焚は鰯本週閥然繭催翻様い

で庸矧鯛漆の臓脇薬価総か並戎蔭淋衡踏1蔓は鰹の

ほ1臓でたてられて潟漆の街掌捗い符満感醐喜一対

しだぢぷうど夏祭り愁行な杓れチ鰍千ツツ滋湖捧

では他火大会も艦され一て大変な人出てあっ危由

スイ渓獄多曽諮魑錬で汐イツ講1(人1王1の狽劣)フラ

ン郊蕎(班勉)イ療リア語(遂蛎)潟戴び孫マンシ

孤講(王劣)秘健周慈れてい篭(籍餐鰯)苦大ていの印

棚物熔はドイツ語クカ楓譜塚索㌶ダ講⑱慧ヶ国語

秘護かれてい叡沃狐一リツ狡.戎〃泣鷲は将イツ語

が僅淋秤嚇脚洲紬批1舷郷姉融れる

芦イ籔識凄将イツ入のも⑳盗は小松沸勤磐⑳芯とであ

叡薬緒は鶴光鰯で滞る稔めか潅抄談ぐ響緯蜜枇る由

衿緯ゆ会議⑳使用講は原則&し恋灘講銚帖嚢畿で論文

薙幾識論は1球燃薬離行飾縦秘･一意柳シア

入とフランｰス入が自国語を使･コていた,チュｰリッヒ

は英語ではズ…ジ:けベルンはバｰンとなってしまい

始めて聞くものには何のことかさっぱリわからない.

あるオランダ入がドイツ語やフランス語が課されるニヒ

地で英語を使って会議が行たわれるのは何と恋く残念だ

といっていたが今や英語はたしかに世界語に削)つつ

ある感じがする｡

会議の後半が開かれたスイスの首都バルンは人!皿H7

ガの小都市で風ングフラウアイが一縛の舶峰を海ず

荻句け一オｰバ茅刈ぐ地カベの刈戴項も滞る､

ンは綿栂の雰闘気汚滴ち忍ぢにた想漢勿淋･か捌篶じ

い都市で蝸挫細切帖れね以功夏胴臓氷秘術を亀濠'

1)塞地背い時剤機は帝錦王の塙所想､芯の麟鮒は童

癖閥録縫動物⑳弧形か回り鐘淡松島養れで潟怒じ叡ち出

会議の行なわ狐施式災ソｰ宋学物理学教蜜は布の爾翻海

商禽に嬢つ滋代的麓物で紡翫芯慧秘濠跳勘る減雌詐

一球烈均該汽酬ユ催蝉み濠牽潜悉費怒淋･残斌猿滝泌

≡期間贈怒夢鎧費婆蜜擁捻約玖裏脈秘《沈滞ヴインシ

滋夢坪ンは梢射性撃識塾籍幾む施蹟の着憲一時代彰竃の

教室で過し二たこともあリ像がホニノ味置かれてい淀臨

期間申一夜ベルン大学主催の晩さん会がベルンの拍

所グルテン山で聞かれ稔自遂蔓は布の郊外商蜜蟻Q⑪

蹴艦の山⑳土箏跳め郷淡い所滋､添濠秘鰯葡慮湾漆濠

う酒を飲み繍帖篶はじ大著激形汐孫⑳鏑欝の曹熔闘

きいった｡､離秘淡潅坤じ熔賂い怨み稔淡曹淋胸汰弗烹

た･食靭蝉鰍椋蝦籏機卿派狐翻蝉

って来てア浸一第締泳ン⑳伴講懇篤蹄寮歌レ嚇壕顯涼甜

みせてくれ花ヨ尤蕊芯愁敏腕鋤賊細臓墨概爾教競

然㎞岡か鰺楓ぎ雛ゆ勅婁か妙&維源駿菱爽焚蛍,,

地質弗代学⑳炎塁熔じ瀞叱い勇擬案勅り一同大於劣二

さいをい蚤揚踊愁駈搬花苗

⑬鰹洲顯のかざられ淀チ軌一ジツ記噺街

鰹ベルン帯を瀦李鵬ア舳刈11

ベルンは緑にかご嚢紋危齢か改吉い都市だ�
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ベルンは熊に縁の深い都市である.ベルンという名

前もドイツ語の熊という言葉に由来し市の紋章も熊

熊公園もある.音は熊が街の中でもみられたというが

べ1レンは今でも熊に愛されそうな静かた緑の多い所であ

る.

コロキウムの内容②

コロキウムの後半はスイスの首都ベルンのベルン大学

物理学教室で行なわれた.ここではおもに世界各地の

地域的地質年代学標準試料地質時代区分の問題赫討

議された.とくにヨｰ口･ソバ各地の地質年代研究報告

が大半を占めたが巾でもスイスを中心とするヨｰ漬ツ

バアルフスの地質年代は丸一回をかけて満発た討論がく

りひろげられた包スイスァルフスの地質年代について

は次回で説聞する予定であるのでくわしくはのべ恋い

かチ狐一ザンな工科大学のGr廿n楓fe童derK6pPelの

ジルコン年代研究およびベルン大学の狛ger獄m赦er

の則〉S至年代硲究に関心が錐談･1た｡特に批9厳の

⑱派イス滋剃頚畿灘靴緩

⑮この背い蹄薯辛1ま艦締動物の人形がおどi)

鐘かかニボζべ1り仰移爾だ

発表に対してMITのHurleyがRトSrアイソクロ

ンｰを作る際の試料の選び方についてかなリきびしい批判

をしイギリスの研究者が狛gerを弁護する等かたりは

げしいやりと1)があったのは印象的であった.世話人

としてこの会議を成功させまた女性でもあるJ証gerに

対してかくもきびしい批判をするということは胃本人

約瞭麓ではちょっ辛できたいことのようた気がするが

学問と感膚とのけじめははっきリつけておくというこ

の態度は見習うべきことかも知れたい.この他ルｰマ

ニアポｰランドユｰゴスラビア等の東欧諸国を含め

てヨｰロッパのほとんどの国が年代測定の研究を行た

刈ていることカ三論文発表からわかった.巾にはオラン

ダのように国立の同位体研究所を作!｡て年代劇宛を一

ヵ所にまとめて行なっている国もあリそれは設備等で

大豪費用のかかる地質年代研究を進める一つの好ましい

姿だと恩ηた.

ア｣メジカ大陸の地質年代学ではM五丁のFairba三m

⑱アｰゲｰ1切あるべ沖ンのオｰルド摩ウンと1酬蜘1こ1『1られ触雷水

(珍ぺ1レン大学物灘学難窒

⑰物理学教室のアインシ

ュタイン像

彼は背い頃ここで過し

たことがおった�
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研研

と肌必yの北アパラチアの地質年代の話しか面白かりや著く放一り圓フSr/蔓慨比の初生値も大きくなる傾向があ

た.彼等は北アパラチア地方に分布する花陶岩質岩石る｡個冷のアイ〃濠ンについても酸性火山岩はしば

について多くの研究者が発表した跳一s閉会岩分析値をしば予想よ1)も若い隼代を与え為ことがあると彼等は

側｡註

3蜘⑪

婁㈱⑪

鮒薯棚

婁凄鰯

1青

鰯鰯
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三か島蛾毒嚇{剃

鶉6工0鰍y.とシ､うアイソク浜ン幸爵老犬養二示し爾隊¢:)閥争ζ

養は弗おめ彩れ鮒×､しかし錦嚢閲の如裟鉱物隼代煤

G紬鮒熔搬棚帷鏡浪両側恐は一隻⑪o～醐腕彩で繍･

の繕対して北側芯は搬繊から獄抵れ篇熔従い留⑪⑪

～五⑪砂嚇孤湾沁次鶏紀大蜜くなり金砦第代ぽ近ガく姦革､

おζ勿婁籍霧母想けは珊鰍蝪鴻籔々イル程馳腿海

豚へ汲顯恕所懇鰯OO鰯荻批灼異常終商い集代彰糸杉

､双蹄}忍の隼代はも葛馬ん糞の値で繊なく磐宥か

,螢成誰勢帖焚成蹴&黒嚢母浄熔何肋柳原閑ぽ茸潔で一

紬蟻搬総銚輔狐り遂ん頂規かは並大藩溢隼代を'

嫁兜旅愁め澄彩尭醐猫曲慧の黒嚢簿を棚熱膨琢み下

､箏麟職難肋離搬鵬脱蛾醐蔓謹榊､

津櫛然郊捌細駆硝粋施鯛鹸難篶

々い瀞効陸総角犬変興味あ葛事実と肴杉ねば淡蒼護い睡

第9図G閥nV1!!e肘tOn付返の鉱街年代の分布(椛欄1鰯欝)�
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M=cDougauはニュｰジｰランドのオｰクランド火山岩

類の若いアルカリ玄武岩についてK-Ar法にて隼代を

測定して14万年から遂7万隻にわたる年代を得た､と

ころがこれらの岩石は…唱法1ζよりて6万隼よりも1智く

大串は3万年よりも若いことがわかっている.こ叔ら

の察実から玄武岩は生成時に外から剣1o慧鋤ic納A貧を

と1)込んだもの&雑胞した幸'またこの外部アルゴン

(鶯鮒棚eOusAτ)は雫れぞれの火山でほぼ一定という

事も示した肯ζの現象は玄武砦がおそらく基盤の歯い

岩石もと1〕込んで噴出したために起こったもので勅ゆ

地土に噴出する大陸性の若い火山岩の双必r年代を測定

する場合には注意が必要であると指適した白

目本の岩石の地質年代については埼玉大学の関陽太

郎氏カ養母沢の看英閃緑岩のKA更年代について報告し

た｡地質学的に推定される中新担中期の年代に対して

K如法では省,δ百万年をいちじるしく若く扱ってし

叢うことからこの岩石は貫入後もしばらく高温を保っ

ていてK瓜r年代は､ヒ昇1冷却の時期を示すものであ

るうと推定した目九大の山1二1勝氏は筒本の変成岩の地

質年代について新しいデｰ表を盛リ込んで総括的な解説

をした｡変成緒のK岨で賄岱鉱物年代は再結晶の

時期より若い箏伐を示し焚成度の高い地域ほど若く在

る倶向があることを示した｡筆膏は飛騨変成岩のRb･

sr年代についで新い･デｰタを発表しRb&の全岩

方法を用いて飛騨帯の複変成作痢問題を解明することが

できる例を藤橋付近の岩石について示した.

ベルンでの第3目目が終了後一行はベルン大学鉱物･

岩石学教室の実験室見学に出かけた｡同教室は会場か

ら歩いて15分化らずの静かた住宅街の申にあった自研

究室の規模はチュｰリッヒ工科大学穣大きくは扱いが

J室ger教授が女性のせいもあろうか非常に細ふい所ま

で整備の行書をどいた実験室であった.とくに試料調

製装置には色冷工夫カミこらしてあって能率よく作業カ芸

⑱

鉱物分離繋魔

ベルン大学鉱物｡

堵肩挙教護

出来るように放って参考に怒った.ここ二でJ鵯e･教授

から地質年代測定用標準試料Bem4M4Bをいただた.

コロキウム最後の一同は地質年代学委員会の会合と

いうことで標準試料と地質時代区分について討議が

なされた.年代測定用標準試料については一年程前

から公表未公表を間わず各種の試料の分析結果を

この会議に提出するよ登求められていたので多くの資

料カミ集ま1〕繋旨集の最後1則Oぺ一ジにわたって結果が

発表された｡これはきわめて貴重な資料であり年代

測定研究に大いに役立つものと考えられる.おもな標

準試料を第2表に示した淡中にはBem4M遂BP207

E&ASrCO暑等数年前から広く世界の研究所に配分さ

れ使用されてきてすでに分析値もかなり正確にわかっ

ているものもある･たとえばP207は第3表に示すご

とく多くの研究所で分析カ術なわれきわめて正確な値

が求められて為り我海の研究室でもこれを使って逆に

スパイク婁豊A貫の検定をしている.この他地質調査

所で作成した地球化学標準試料JG1,J既の分析結果も

⑱ダ汐払繍閏鑓溝約瞭淡紫繊紡機孫幾数繁

灘地質締代瀬淀踊標耀隷料

滋禽沁駈獅善賊蝦魏慨事G夏G21≡;鈍AS了C03�



口62､一

策2表年代棚遼棚襟到f…謝料

試料名

K-A里,灰b-Sτ用

���

���

��

醐202

K鮒e1三a

亘&ASrC08

�愀

JG1,J脱

G1,猟工

G婁呈GSP工,

�嘱���

繊鞠搬咋繋

繍嚢搬…ぺ災払炎雑

嚢織甜

ゴ1燃澱一滋§懇警

黒蝋腿燃蔓饗

ジ滋斜嫌ア影繋ミｰ

誠燃腿

カ籔縫祈洲滋養

余緒搬衡鰯鋤華子

金郷祭騒警

嫁押

U･Th-pb州

丁1003鉛

｡服轟t鯛a鮒a鍛

C塾裏竜琶豊ちSh置iチPb嚢占

醜!凄鉛

K酎婁1量aIモナザイト閃ウラン鉱

　

�

星00一

重50一

郷｡

婁50

劉⑪

婁繍

嚢鰍

縞籔

萎⑪簑

§婁e

･600

ト揮ンξ

��

αγ

む嚢怨餐

ソ連綿学アカデミｰ

｡ge

第1q図ホｰムズシンポジウムによ篇地欝畔伐尺臓

〔松本1965爾〕

提出されている.会議ではあ談1〕細かい討論は放かっ

たが今後もこのよ彰放デｰ夢を一カ所に集めて発表

しようということで意屍耕一致した珀

地質時代区分の問題についてはとくに三畳紀の上下

限&臼臓紅一錦三紀¢)境界が議論された｡前替はイ

キ｣以のs鵬H1篶9が現在までの資料の紹介と解説を行

たい三畳紀を240帆y｡から簑00㎜仏とすることが適

当であるとのべた昔参袴叢でに蕊ψの196!年の地質

年代では230-8h岬.王96逐年のホｰムズシン素ジウ

ムの時の尺度では婁鴉一エ90～δ盗W.であ1)(籍10図)

全体に古くか1た感じがする.

帥臣紅一籍三紀境界はカナダの附豆ΩSb舵響がγ

ノレバｰタ州の後期内駆紀層中のベントナイト層から分離

したサニディン黒雲母の年代から推定して63～6鋤､y｡

とすること1が適当であることを発爽した.この億は今

までの尺度の値をほとんど同じであるか凄らに高い精

塵をポ｡て確かめられたということ淋できよう害

コ)境界間観の討論を鍛後に?目閥にわたった鴛濃寿

ウ汝は圭榊鵬b酸の簡単な挨拶で終了した.次回は

夏w蛸功テダのそントリオｰルで国際地質学会に合せ

て開催されるζとも決定した｡恋おコ浜キウムの論

文はスイスの地質学雑誌醐｡ga㊧籔泌g三㈱臨一y銚鯛

の特集号として最近公爽された｡

鍛後に特に印象に残刈たこととして討論の活発であ

ったこと饗一ロッパの地質年代研究の一端を細ること

が出来たこと等色々あるが牢でも地元関係留の心にく

い程みごと社会議グ)運営と参加者へ琢)徹底したサｰビ

スを忘れることはでき扱い｡さすがに観光鰯汲イ派で

管掴際会議としてすべての繭で大成功で狂｡たと磁じる

次弟である､

(嚢鮒緑繍繍幽蜘鱗雛)

錫公議の繍父鍛

左はエ967郵…皿ドモント!ぐψ〕第3図会護のもの左は節逆回念議の

ものでスイス地質学雑誌の特集号である�
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